
PCUにおけるインバータケース、コンバータケース、アッパーカバー、ベースプレート等のダイカスト製品を量産しています。
現在受注中を含め、１５品番、約４,０００トンを生産し、貢献しています。

社会課題の解決に向けて、大豊グループ各社の保有技術や得意分野を有効活用して、材料技術や設計技術を構築し、あらゆる分野
に貢献しております。
具体的な取り組みとして、自社の課題解決のために開発した排水処理システムの事業化や、電動化への貢献に向けて、当社の強み
を活かした電池用クラッド端子やパワー半導体冷却器を開発しております。

量産中の電動化製品

従来は鍛造で生産されているヒートシンクを、ダイカスト成形のみで鍛造と同等の品質で製造することに成功しました。
また、微細化成形により１．５倍の冷却性能を達成しました。

大豊保有の『異種材接合技術』を用いたクラッド材の電池用負極端子は、一部のお客様から試作依頼をいただいております。
各種電池に適用可能な材料・形状バリエーションをカタログ化し、各社へ提案しています。

新領域（電動製品）開発

技術基本理念

開発の考え方

製品と生産で、社会課題の解決と電動化に貢献

大豊グループ要素技術

ダイカスト製ヒートシンク

クラッド材：負極端子等

量産中の電動化製品

知的資本 開発・新領域

仕様（接合） 仕様（端子）

薄板

インレイ

オーバーレイ

突き合わせ

角型

長方型

楕円型

ストレート型

ダンパー型

リング型

摩擦接合

集電端子体

厚さ 仕様（バスバー）

板厚
0.1mｍ

板厚
1.2～3ｍｍ

板厚
1.2～3ｍｍ

板厚
1.2～3ｍｍ

ピンフィン

異種接合技術 電池用負極端子

他社鍛造形状

従来（ADC12）
101W/m・K

当社開発材
214W/m・K

大豊ダイカスト形状
【フィン隙間】

ピンフィン

【材料】

0.8 0.46

圧接

予熱
焼鈍

サンディング

インバータ―ケース

■材料 ■形状

まず鋳造の5つの要素技術から…

ガス抜き技術 多段加圧鋳造法

超低速充填
鋳造技術新離型潤滑技術

CAE技術

Al

Cu

電池用負極端子

断面図

環境 Environment

グループシーズを結集

要素技術

材料（粉体）

混錬
表面処理

異種金属接合プレス

抄造

シール

解析CAE

熱流体解析

ダイカスト金型

精密加工

計測解析

搬送設備

グループシーズ結集

社会課題の解決と電動化に貢献

社会課題解決への貢献

電動化への貢献

当社の保有技術と得意分野を活用し、

社会課題解決と電動化に貢献します。

新事業開発領域 領域長　草深 浩伸
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